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序     文 

 

インドネシアは世界の中でも大変豊かな生物多様性を有する国であり、その政府は国立公

園を含む保全地域の指定を積極的に進めています。しかしながら、現状では国立公園を取り

巻く地域社会の貧困や、環境保全に関わる理解・知識の不足等により、国立公園は十分な機

能を果たしているとは言えません。 

 

そのような状況の中、日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、インドネシア

林業省の教育研修機関である林業教育研修センターをカウンターパートとし、国立公園管理

者側の意識や技術上の向上といった総合的な国立公園計画・管理に係る人材育成体制の構築

を目的とする新たな技術協力の形成支援を行うことにしました。 

 

これを受けて、独立行政法人国際協力機構は、鈴木忠徳国際協力専門員を総括とする詳細

計画策定調査団を、2009 年 5 月 24 日から 6月 6日にかけて派遣しました。調査団はインド

ネシア側関係機関と協議を行い、本プロジェクトの枠組みに関してミニッツにて合意・署名

しました。 

 

この報告書が本計画の今後の推進に役立つととともに、この技術協力事業が友好・親善の

一層の発展に寄与することを期待します。 

 

終わりに、本調査に対してご協力とご支援を賜りました両国関係者の皆様に、心からの感

謝の意を表します。 

 

 

平成 21 年 8 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

地球環境部部長 中川 聞夫 

 



 

プロジェクト位置図 

 

林業省林業教育研修センター：CFET 

グヌン・ハリムン-サラク国立公園：GHSNP 

 

 

 

CFET (C/P 機関、 

プロジェクト事務所、 

研修拠点) 

GHSNP 

（現場研修サイト）



 

写     真 

 

ボゴール市内にある CFET 本部 

 

CFET 本部で実施されていた研修風景 

CFET 本部内の宿泊施設 

 

CFET ボゴール（Rumpin）地方センター 

GHSNP 視察、所長による公園概要の説明 GHSNP 管理計画プロジェクトにて支援した 

環境保全モデル村の養殖池 



 

 

GHSNP 内の国立公園境界杭と 

住民による耕作地 

スカブミ県政府との意見交換 

 

CFET 本部での M/M 協議 IPB に対してプロジェクト概要説明、 

意見交換、協力依頼 

CIFOR に対してプロジェクト概要説明、 

意見交換、協力依頼 

M/M 署名式 



 

略 語 表 

 

略語 英語名 日本語名 

BAPLAN Direktur Jenderal Planologi Kehutanan 

（旧 Badan Planoligi Kehutanan） 

林業計画総局 

CFET Center for Forestry Education and Training 林業教育研修センター 

CIFOR Center for International Forestry Research 国際森林研究センター 

GHSNP Gunung Halimun-Salak National Park: グヌン・ハリムン-サラク国立公園 

GTZ Gesellschaft für Technishe Zusammenarbeit ドイツ技術協力公社 

IPB Institut Pertanian Bogor ボゴール農業大学 

JICA Japan International Cooperation Agency （独）国際協力機構 

KOICA Korean International Cooperation Agency 韓国国際協力団 

M/M Minutes of Meetings 協議議事録 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリク

ス 

PHKA Directorate General Perlindungan Hutan 

dan Konservasi Alam 

森林・自然保護総局 

PO Plan of Operations プラン・オブ・オペレーション 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

SECEM School of Environmental Conservation and 

Ecotourism Management 

N.A. 
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事業事前評価表 

１．案件名 

インドネシア共和国 

「生物多様性保全のための国立公園機能・人材強化プロジェクト」 

「 Strategy for Strengthening Biodiversity Conservation through Appropriate National Park 

Management and Human Resources Development」 

２．協力概要 

「林業省林業教育研修センター（CFET）が、国立公園の協働管理に関する研修を実施する

能力を有している」ことをプロジェクト目標とし、そのための研修の企画、運営、モニタリ

ング・評価に係る支援を行う。 

 

協力期間：2009 年 10 月 1 日から 2012 年 5 月 31 日までの 32 ヶ月間 

 

協力総額（日本側）：1.82 億円 

 

協力相手先機関： 

林業省林業教育研修センター（Center for Forestry Education and Training: CFET） 

 

国内協力機関：特になし 

 

裨益対象者及び規模、等 

研修対象の国立公園職員及び利害関係者（地方政府、地域コミュニティなど） 

 

３．協力の必要性・位置付け 

（１） 現状及び問題点 

インドネシアでは、近年急速に国立公園指定が進んだ過程で、地域コミュニティを始め

とする既存の自然資源利用者との調整が不十分なままにその指定が進められた結果、国立

公園管理者と地域の利害関係者（地方政府、コミュニティなど）との間で軋轢が生じるケ

ースが見られる。更に、周辺住民や移住者がもたらす自然資源の利用圧力増加の結果、公

園内に生息する動植物の生息が脅かされる状況も発生している。これらの問題は、インド

ネシアの保全地域、特に国立公園が依然として共通に抱える課題である。 

 

（２） 相手国政府国家政策上の位置付け 

地元利害関係者との対話及び協力の必要性を認識した国立公園当局は、従来の規制、取

締り中心の公園計画・管理から、地元利害関係者等を加えた「Collaborative Management＝

協働管理」へ転換を進めている 。例えば 2004 年に施行された省令「自然保存地域（KSA）

および自然保全地域（KPA） での協働管理（2004 年省令第 19 号）」、2006 年の「国立公

園のゾーニング・ガイドライン（2006 年省令第 56 号）」で、国立公園管理における利害関

係者との協働の必要性を明示している。 
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（３） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにお

ける位置付け） 

 外務省が策定した対インドネシア国別援助計画（2004 年 11 月）においては、対インド

ネシア援助における重点分野・重点事項として、環境保全の観点から、我が国として適正

な天然資源管理への支援を行う旨が明記されている。 

 また、JICA「対インドネシア国別援助実施方針」（2009 年 3 月）においても「環境」は

援助重点分野の一つとされており、「自然環境保全協力プログラム」の中では、国立公園

及び保護地域を中心に据えた地域自然環境保全の手段として、「協働型国立公園管理体制

の導入を目指した、国立公園管理手法確立のための現場支援と人材育成支援に係る協力」

の推進が挙げられている。 

４．協力の枠組み 

（１） 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

【プロジェクト目標】 

林業省林業教育研修センター（CFET）が、国立公園の協働管理に関する研修を実施する

能力を有している。 

【指標・目標値】 

1. 研修のためのデザイン、プログラムが準備される。 

2. 研修参加者の○％以上が本研修を有意義と感じ、公園管理の業務に活用する。 

 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

【上位目標】 

インドネシアの国立公園において、協働管理が推進される。 

【指標・目標値】 

1. 研修の成果として、研修を受けた国立公園における協働管理の活動事例が---増加し

ている。 

2. プロジェクトで開発された研修コースが高いプライオリティのもと継続的に実施さ

れている。 

 

（２） 成果（アウトプット）と活動 

成果 1 

国立公園の協働管理に関する研修コースが計画される。 

1-1. 初期調査により国立公園の協働管理の事例を選定する。 

1-2. デスクスタディ及びフィールドスタディを通じて、選定事例を分析する。 

1-3. 1-1、1-2 を元に、国立公園の協働管理に必要な技能、心構え、知識を特定する。 

1-4. CFET の研修プログラムにおける本研修コースの位置づけを明確にする。 

1-5. 研修カリキュラムと必要な投入計画を策定する。 

【指標・目標値】 

・ 研修のコースが教育研修ガイドライン（POLA DIKLAT）に登録される。 

・ 2010 年に第 1 回目の研修が計画通り実施される。 
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成果 2 

協力機関との連携の元、研修コースの運営に必要な体制が準備される。 

2-1. 研修コースチームの編成と能力強化を行う。 

2-2. フィールド研修地として GHSNP の機能及び能力の向上をはかる。 

2-3. 研修教材を作成する。 

2-4. 研修コースの持続的発展に向け、協力機関（PHKA、GHSNP など）との連携を強化

する。 

2-5. CFET 関連ドナーなどとの情報交換を活発化する。 

【指標・目標値】 

・ 研修スタッフと講師チームが CFET 内に構成される。 

・ 第 3 回目の研修以降の研修は CFET の通常予算として実施される。 

・ 研修機材と研修のためのフィールドが整備される 

 

成果 3 

国立公園の職員や地元利害関係者を対象とした研修コースの実施を通して、計画・運営

方法が蓄積される。 

3-1. 協働管理の導入が有効と思われる国立公園を研修対象として選定する。 

3-2. 選定された国立公園の職員に対して基本研修を実施する。 

3-3. 選定された国立公園職員に地元利害関係者を加えたフォローアップ研修（研修後ワ

ークショップ）を実施する。 

3-4. 研修効果のモニタリング・評価により研修カリキュラムと教材を検証する。 

【指標・目標値】 

・ 研修参加者による基本研修の評価が改善される。 

・ 研修のモニタリング・メカニズムが機能する。 

・ プロジェクトに対して研修の最終報告書が提出される。  

 

（３） 投入（インプット） 

① 日本側（総額 182,155,404 円） 

長期専門家 2 名: チーフアドバイザー/国立公園管理、業務調整/研修管理 

短期専門家： 研修計画策定、教材開発、情報伝達・共有手法、コンフリクト・マネ

ジメント、その他必要に応じて 

資機材： 通常業務に必要な機材（車両、コンピューター等） 

研修： 本邦研修 年間 2 名×3 年間 

その他： プロジェクト活動費（傭人費、ローカルコンサルタント委託費、施設維持・

管理費、機材保守・管理費、物品購入費、旅費・交通費、通信運搬費、資料作成費、

会議費 

 

② インドネシア側 

カウンターパート人件費、施設・資機材、プロジェクト活動費 
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（４） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

・ CFET が 2010 年度のカウンターパート予算を確保する。 

・ PHKA と GHSNP の協力が得られる。 

５．評価 5 項目による評価結果 

（１） 妥当性 

（1） 2004 年以降、インドネシアは国立公園の協働管理を推し進めるための政策転換を

図っているところであるが、現地国立公園職員を中心に未だ協働管理の定義、具体的手

法、方向性などについて十分な認識を持つに至っておらず、また、現場適応も緒につい

たばかりで、問題意識の高まりに対してノウハウの共有および蓄積は不十分な状況にあ

る。このため、CFET の研修プログラムの中で国立公園の協働管理をテーマとしたもの

は限られており、かつ、体系化されているとは言いがたい。本プロジェクトは研修を通

じてこうした課題に対処するための能力向上を目指すものであり、政策的な潮流と現場

ニーズの両面から見ても実施の意義は高い。 

（2） 林業省はかねてから人材育成支援を日本政府に求めてきており、人材強化研修は期

待が高い分野である。とりわけ本プロジェクトは、管理者レベルと実務担当者レベルが

一体となり、課題解決のため実践的な協働管理手法を組織として習得する新たな研修ア

プローチとなっており、協働管理政策の実地展開に資するものである。 

（3） 我が国のインドネシア国立公園分野への協力については、これまで GHSNP 管理計

画プロジェクトや生物多様性保全プロジェクトを通じて経験が蓄積されているほか、マ

ングローブ保全、森林火災予防など、ステークホルダーとの協働関係を取り入れた協力

案件も実施中であり、この分野での経験や知見を十分活用できることから優位性が高

い。 

 

（２） 有効性 

（1） 国立公園の協働管理に焦点を絞った研修実施能力の構築を目指し、明確なプロジェ

クト目標の設定と目標達成に向けた着実な取り組みが期待できる。計画されている活動

や成果はこの目標達成に向けて過不足なく構成されており、その有効性は高いと判断。

（2） 林業省の制度・組織面で CFET は教育・研修機関としての役割を明確に位置づけら

れていることから、既存の条件下でプロジェクト目標および上位目標の達成に向かうこ

とが可能。 

（3） 研修の実施にあたっては、そのプロセスごとに目的と方法を明確にしており、着実

な研修の実行を図っている。また、アクションプランの策定およびその実践中の研修効

果定期モニタリングを実施するとともに、フォローアップ研修では利害関係者を含めた

合同研修の形をとることで、研修参加者が直面している現場課題の解決能力育成に重点

を置いている。これにより、上位目標である、国立公園における協働管理の推進のため

の能力向上に寄与するものと思われる。 

 

（３） 効率性 

（1） CFET は教育研修機関としての一定レベルの能力と施設・機材を有し、各活動に既

存の人材を活用できる。従って、日本側からの投入は比較的小規模に抑えることが可能
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であり、費用対効果の高いプロジェクト運営が可能。 

（2） JICA側はCFETと協力しながら研修コース全体のプログラムやカリキュラム構成、

他機関との調整等を広範囲に担当するが、実際の教材開発や研修講義等では CFET の講

師陣や外部機関からの協力が得られることになっており、役割分担が明確である。これ

により、日本人専門家はプロジェクト全体のマネジメントにより多くの時間を費やすこ

とが可能。 

（3） 現場研修の場となるグヌン・ハリムン-サラク国立公園(GHSNP)は CFET から近く、

既に終了したグヌン・ハリムン-サラク国立公園管理計画プロジェクトで培われた人脈、

人材、供与施設・機材を有効活用することで、効率的なプロジェクト実施が可能。わが

国の援助効率の観点からも、これら過去に実施されたプロジェクトの効率的活用の意義

は高い。 

（4） 研修に参加する国立公園職員、地方政府職員、地域住民、NGO などの利害関係者

が媒体となることで、将来的にも効率的な研修効果の普及が期待できる。 

 

（４） インパクト 

（1） 協働管理はインドネシアの国立公園政策における重要トピックであり、本プロジェ

クトと政策面とのリンクを強めることで政策的貢献を通じた波及効果が期待できる。ま

た、これによる国立公園管理の向上は林業省の生物多様性保全政策にも寄与する。この

ためインドネシア側に与えるインパクトは大きいと予想され、同時に 2010 年の生物多

様性条約締約国会議（COP10：名古屋）において、日本のプレゼンス向上にも役立つ。

（2） 研修の成果は基本研修に続くフォローアップ研修でのワークショップや CFET 及

び PHKA での広報等を通して他の国立公園事務所や自然資源保全事務所にも周知、共

有を図ることが可能。また、他の JICA プロジェクト等を通じたインパクト拡大も期待

できる。 

（3） 本プロジェクトがテーマとする「協働管理」は、ガバナンスの視点から、林業省の

他局を始めとして地方政府や住民組織、学術界などにも新たな視座を与える可能性があ

る。 

 

（５） 自立発展性 

（1） 本プロジェクトで課題解決型の実践的研修を行うことによって実利面への貢献が

認められれば、研修への継続的な支持、発展につながる。 

（2） CFET は本プロジェクトで新設される研修コースの実施にかかる役割（業務分担、

予算）を、プロジェクト期間中に段階的に増加させる意思を表明しており、それは PDM、

PO にも表されている。これは CFET の本プロジェクトにおけるオーナーシップの現わ

れと評価できる。また、外部機関との連携についても意欲的で、これらを通じて JICA

の協力後も継続的な協働管理研修手法ノウハウの蓄積・改善が図られると考えられる。

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

特になし 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 
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2004 年～2009 年まで 5 年間に亘り実施された技プロ「グヌン・ハリムン-サラク国立公園

管理計画プロジェクト」において中心的テーマとして取り組み、成果の得られた「国立公園

の協働管理」を本プロジェクトにおける研修の主題としている。 

８．今後の評価計画 

運営指導調査 

終了時評価 
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第1章 調査の概要および要請内容 

 

1.1 要請の背景および内容 

インドネシアは、世界の約 20％に相当する約 325,000 種の野生動植物が生息・生育すると

も言われる世界有数の生物多様性を有している1。インドネシア政府はその保全のために保

全地域の指定を積極的に進めており、その面積は国土全体の 12%を占めるに至っている。

その中でも国立公園は、全国 50 ヶ所（2008 年 10 月現在）と保全地域面積全体の約 6 割を

占め、生物多様性保全上の重要性のみならず、国民の良質な自然体験の場や、周辺住民への

良好な生活（水源涵養、土壌保全など）並びに経済活動の機会（エコツーリズムなど）を提

供する機能も担っている。 

我が国はこれまでにインドネシアの国立公園管理分野への主たる協力として、無償資金協

力及び技術協力により、西ジャワ州のグヌン・ハリムン-サラク国立公園（GHSNP）や、保

全地域情報の収集・発信を担う自然保全情報センターへの支援を行ってきた。これらの協力

成果は対象機関の能力向上のみならず、他の国立公園の参考になる新たな管理モデルの提示

を通じて貢献をしてきた。 

しかし、インドネシア全体を見ると、保全地域での火入れ、違法伐採、密猟、不法占拠や

保護区の無断の転用が脅威となっている。また、近年急速に国立公園指定が進んだ過程で、

地域コミュニティを始めとする既存の自然資源利用者との調整が不十分なままにその指定

が進められた結果、国立公園管理者と地域の利害関係者（地方政府、コミュニティなど）と

の間で軋轢が生じるケースが見られる。更に、周辺住民や移住者がもたらす自然資源の利用

圧力増加の結果、公園内に生息する動植物の生息が脅かされる状況も発生している。これら

の問題は、インドネシアの保全地域、特に国立公園が依然として共通に抱える課題である。 

その背景には、国立公園を取り巻く地域社会の貧困や、国民全体の環境保全に関わる理

解・知識の不足といった社会状況もさることながら、その管理に責任を有する国立公園管理

者側の意識や技術上の問題点も指摘されている。そこで、これらの課題に対応できる人材を

育成することを目的に、2008 年度新規案件として、林業省の教育研修機関である林業教育

研修センター（Center for Forestry Education and Training: CFET）を中心に総合的な国立公園

計画・管理に係る人材育成体制の構築を目指す本プロジェクトが要請された。 

尚、プロジェクト要請時点では国立公園幹部層をメインターゲットとする包括的な人材育

成が想定されていた。しかしながら、これまでの JICA の協力成果の強みを活かし、かつ、

政策的な潮流及び現場のニーズにより直接的に応えることを重視して、国立公園の協働管理

にテーマを絞り込み、そのために必要な研修体制の強化を行うこととした。このことについ

ては今回の調査に先立つ 2009 年 1 月の情報収集段階で、インドネシア側と大筋で認識が共

有されている。 

 

                                            
1 「インドネシア国 環境分野ポジションペーパー」、平成 21 年 3月、独立行政法人 国際協力機構（東

南アジア第一・大洋州部、地球環境部、インドネシア事務所）。 
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1.2 調査団派遣の経緯と目的 

今回の詳細計画策定調査に先立ち、2009 年 1 月に情報収集・整理を目的とした予備調査

が行われた。そこで得られた結果等を元に今回、プロジェクトの具体的実施内容についてイ

ンドネシア側と協議し、合意すべく、以下の目的をもって調査を行った。： 

 

(1) インドネシア関係機関との協議および現地調査を通じてプロジェクト基本計画、協

力内容、実施体制をとりまとめる。 

 

(2) 上記結果を評価 5 項目の関連から事前評価する。 

 

(3) 協議および事前評価の結果を Project Design Matrix (PDM) 案、Plan of Operations 

(PO) 案、および実施計画案を含む Record of Discussions (R/D) 案にとりまとめ、そ

れらを添付物とした Minutes of Meetings (M/M) の署名・交換を行う。 

 

1.3 調査団の構成 

氏名 担当業務 所属 

鈴木 忠徳 総括 JICA 客員専門員 

櫻井 洋一 国立公園管理 

/人材育成計画 

環境省 自然環境局 総務課 課長補佐 

西田 幸次 研修課題分析 

/研修運営能力調査 

元 GHSNP 管理計画プロジェクト専門家 

江頭 英二 協力企画 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第一課  

ジュニア専門員 

青山 銀三 計画分析 （財）自然環境研究センター 執行役員 

＊ 現地では生物多様性保全アドバイザーの河本晃利専門家の協力の元に実施。 

 

1.4 調査期間 

2009 年 5 月 24 日（日）～ 6 月 6 日（土）の 14 日間  

 月日 時間 予定 場所 

1 5/24（日） am 成田出発 → インドネシア到着   

2 5/25（月） 8:30 JICA インドネシア事務所と打合せ: 片山次長 ジャカルタ

   11:00 在インドネシア日本大使館表敬訪問: 伊奈書記官 ジャカルタ

   14:00 林業省表敬訪問: CFET, PHKA、KLN ジャカルタ

   16:30 
衛星プロジェクト小野専門家へのヒアリング： 
GHSNP の協働管理における情報活用について 

ジャカルタ
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3 5/26（火） 9:00 
林業省関係部局およびドナーとのミーティング： 
CFET, PHKA, KLN, GTZ など 

ジャカルタ

   13:00 ボゴールへ移動   

   16:00 
JEEF 矢田誠氏へのヒアリング： GHSNP 公園地域
での草の根技術支援プロジェクトについて 

ボゴール 

4 5/27（水） 9:00 
CFET での全体協議： CFET, PHKA, KLN, 
BAPPENAS, GHSNP, GGPNP など 

ボゴール 

   13:30 CFET 概要について説明、施設見学 ボゴール 

   16:00 
CFET - Bogor 地域事務所（Rumpin）訪問：施設見
学 

ボゴール 

5 5/28（木） 8:00 GHSNP 本部事務所へ移動   

   11:00 
GHSNP 研修フィールドとしての適正調査、協働管
理活動視察（CFET も同行） 

カバンドゥ
ンガン 

   16:30 プラブハン・ラトゥへ移動   

6 5/29（金） 9:00 
スカブミ県林業局訪問：国立公園管理における地方
政府の役割、協力状況に関するヒアリング（CFET
も同行） 

プラブハ
ン・ラトゥ

   11:00 
GHSNP スカブミ地区支部訪問：スカブミ県での協
働管理活動についてヒアリング 

プラブハ
ン・ラトゥ

   12:30 ボゴールへ移動   

7 5/30（土）       

8 5/31（日）       

9 6/1（月） 9:00 
終日、CFET での具体的協議： プロジェクトのコ
ンセプト、PDM、PO など（GHSNP, GGPNP なども
参加） 

ボゴール 

10 6/2（火） 9:00 
終日、CFET での具体的協議： プロジェクトのコ
ンセプト、PDM、PO など（GHSNP, GGPNP なども
参加） 

ボゴール 

   14:00 
KOICA, SIM-GTZ に対するプロジェクトの説明
（GHSNP, GGPNP なども参加） 

ボゴール 

11 6/3（水） 9:00 
半日、M/M に関する協議（GHSNP, GGPNP なども
参加） 

ボゴール 

12 6/4（木） 9:00 
IPB 訪問： プロジェクトの説明、協力の可能性に
ついて打診（CFET も同行） 

ボゴール 

   11:00 
CIFOR 訪問： プロジェクトの説明、協力の可能性
について打診（CFET も同行） 

ボゴール 

   14:00 M/M 署名 ボゴール 

   16:00 ジャカルタへ移動   

13 6/5（金） 14:00 
在インドネシア日本大使館報告：伊従参事官、伊奈
書記官 

ジャカルタ

14   pm ジャカルタ発 → 翌朝成田着   
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1.5 主要面談者 

【林業省】 

林業教育研修センター 

（Center for Forestry Education and Training: CFET, イ名「PusDikLat」） 

Mr. Helmi Balasamah Director 

Mr. Udi Tyastoto Head of Training Program and Evaluation Section 

Mr. Bambang Uripno Training Coordinator 

Mr. Ir. Waldemar Hasiholan, MSi Lecturer 

Mr. Dwi Rahmanendra Lecturer 

Mr. Sudayatana, MSc Director, CFET-Bogor Regional Office (Rumpin) 

Mr. Ir. Muhammad Tangkas, MSc Head of Technical and Functional Training Execution 

Sub-section 

森林・自然保護総局 

（Directorate General of Forest Protection and Nature Conservation, イ名「PHKA」） 

Mr. Soewartono, MM Head of Division, Personnel and Equipment Division, 

Secretariat Office, PHKA 

Dr. Ir. Samedi MSc Head of Section, Nature Conservation Area and Hunting 

Park, Directorate of Area Conservation, PHKA 

Ms. Nining Ngudi P, S. Hut Head of Cooperation Sub-Division, Program and Budget 

Division, Secretariat Office, PHKA 

海外協力局（Bureau of International Cooperation: イ名「KLN」） 

Ms. Tri Meinartin Technical Cooperation Division* 

計画局 (Bureau of Planning: イ名「Biro Perencanaan」 

Mr. Dedi Haryadi  

グヌン・ハリムンーサラク国立公園 

（Gunung Halimun-Salak National Park: GHSNP, イ名「TNGHS」） 

Dr. Bambang Supryanto Director of National Park 

Ms. Sri Mulyati Staff 

Ms. Desy Ekawati Staff 

Mr. German Head of Sukabumi Section Office 

グヌン・グデ・パンランゴ国立公園 

（Gunung Gede Pangrango National Park: GGPNP, イ名「TNGGP」） 

Mr. Harianto  Head of Bogor Region (Section) Office 

Ms. Sondang*  Staff* 

【国家計画開発庁】 

（National Planning and Development Agency、イ名「BAPPENAS」） 

Ms. Nita Kartina Directorate of KKSDA* 
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【German Technical Cooperation (GTZ)】 

Mr. Rolf Krezdorn Program Director, Forsts and Climate Change 

Programme in the Ministry of Foerstry 

Mr. Jurgan Fichtenan Centre for International Migration and Development 

(CIM), 

Human Resource Development Specialist 

 

【Korea International Cooperation Agency (KOICA)】 

Mr. Lee Kyu Tae Project Manager, Korea-Indonesia Joint Project for 

A/R-CDM and REDD 

 

【スカブミ県 林業・植林局 他】 

Forestry and Plantation Bureau, Sukabumi Regency (DINAS KEHUTANAN DAN 

KEHUTANA, SUKABUMI) 

Mr. Dedi Haryadi Head of Forestry Bureau 

Mr. Daden Suhendi  Team Leader, Forestry Bureau 

Mr. Liek Rohardi Livestock Bureau 

Mr. Irman Nirwana Community Development Bureau 

Mr. Yudi Irawan Infrastructure Division,  

Local Government Development Agency 

Mr. Mulus 同上 

Mr. Toha Wildan Economic Division, 

Local Government Development Agency 

 

【ボゴール農業大学】 

（Bogor Institute of Agriculture、イ名「IPB」） 

Dr. Ir. Anas M. Fauzi, M.Eng Vice Rector 

Ms. Arsyana Sunkar Forest Resource Conservation and Ecotourism* 

Mr. Ardiansyab CCROM 

Mr. Lilik B. Prosetyo PPLH 

 

【Center for International Forestry Research (CIFOR)】 

鷹尾 元（げん） CIFOR 研究員（森林総合研究所） 

Ms. Frances J. Seymour Director General 

Ms. Elena Petkova, PhD Programme Director (Interim), Forests and Governance 

Mr. Terry Sunderland, PhD Senior Scientist, Research Leader 

Ms. Elizabeth Linda Yuliani Ecologist, Forests and Livelihoods Programme 

Mr. Yayan Indriatmoko Staff* 

Mr. Hari Priyadi Staff* 
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【（社）日本環境教育フォーラム（JEEF）】 

矢田 誠 インドネシア環境教育プロジェクト担当 

 

【在ジャカルタ日本大使館】 

伊従 誠 参事官 

伊奈 康治 書記官 

 

【JICA 専門家】 

小野 茂（短期専門家）  衛星情報を活用した森林資源管理支援 

 

【JICA インドネシア事務所】 

片山 裕之 次長 

岩井 伸夫 所員 

「*」印のついた人物は正確な情報（フルネーム、敬称、肩書き）に確認が必要。 
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第2章 調査結果概要 

 

インドネシアは、南米のアマゾン、アフリカのコンゴ地域につぐ世界で 3 番目の生物多様

性を誇る熱帯降雨林を有する国と言われている。しかし、森林の農地や他用途への転換、不

法伐採、森林火災により生物多様性を有する同国の森林面積は国土面積の 46％（2005 年森

林率）になっている。1995 年から 2005 年までの年間森林減少面積は、160 万～200 万 ha と

推計されている。 

インドネシア政府は、国民全体の財産である森林に対して法律、命令を定めることでその

監督、規制をしている。そして、インドネシア林業省は森林の減少、荒廃、劣化に対応する

ためにこれまで様々な施策を講じてきたが、その政策は伝統的に、国民による森林に対する

行為を禁止、規制、排除する傾向が強かった。しかし、法令により広大な国土を管理監督す

るには、管理人員、人材が不足し、物理的にも困難であった。このため、保全地域、保護地

域といった土地管理区分を行い、管理監督の優先度を定めてこれまで管理を行ってきた。同

国の国立公園もこのような経緯の中で誕生し、現在 50 ヶ所の国立公園が設けられている。 

同国における国立公園制度発足の歴史は浅く、公園区域に指定される以前から居住してい

る住民にとっては、突然指定された公園区域からの退去を迫られる、あるいは、森林の慣行

的利用が制限される不都合が生じ、地域住民と公園管理当局との間で軋轢が生じている。ま

た、同国の地方分権化政策が進行し、地方政府の関与も近年幅広く可能となりつつある。 

こうした背景から、森林域とりわけ自然保全地域に当たる国立公園について、その管理が

林業省、地元利害関係者、外部支援関係者の協力のもとで可能になるよう、2004 年に「自

然保護地域および自然保全地域における協働管理」と題する林業大臣令が出された。当該大

臣令は、伝統的な国家による直接的な森林管理監督を修正し、国と地域の利害関係者が協働

して森林保全を行おうとするもので、森林保全政策の一大転換といえる。 

本調査では、国立公園管理担当者に対する人材育成面からこの政策転換を支援すること、

およびインドネシアの生物多様性条約への適応支援を図ることを目指して技術協力プロジ

ェクトの案件形成を行った。インドネシア側は CFET が実施機関となり、本調査団は林業省

内関係部局、とりわけ森林・自然保護総局（PHKA）とグヌン・ハリムン-サラク国立公園

（GHSNP）と調整をしながら案件形成、協力実施内容の協議を行った。 

CFET は 1954 年に設立され、1 本部、8 地方センターを有し、本部に約 160 名、全体で約

1,000 名の職員を有する林業省内の 2 等機関（官房局或いは総局の直近下位に位置する局レ

ベル）である。林業省職員を中心に年間 150 コース、4,000 人程度の研修を実施しており、

林業省職員以外にも林業学校生、民間人（企業、住民、学生）向けの教育研修を行っている。

また、林業省職員に海外留学を含めて修士号を取らせる制度も運用している。 

一方我が国としては、JICA がインドネシアの国立公園管理や自然環境保全に関連する技

術協力事業を数多く実施してきた経験や、国立公園内民有地との共存を図ってきた日本の国

立公園の経験などが強みとして活用できる。 

本調査団は CFET との協議の結果、本プロジェクトでは、インドネシアにおける生物多様

性保全に向けて国立公園区域内及び周辺の利害関係者と国立公園を協働で管理できる人材

を、研修を通じて育成することを目標とした。この協力事業により CFET は、従来の研修プ
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ログラムに付加する形で「国立公園の協働管理に関する研修」コースが新たに開設されるこ

とになる。さらに、従来の研修ではなかった、研修期間中にアクションプランを作成し、研

修終了後にアクションプランに基づき現場事業を行い、さらに現場において地元の利害関係

者も加わってフォローアップ研修を実施する新たな研修の仕組みを CFET に作ることとし

ている。 

現在 CFET には韓国国際協力団（KOICA）が課長レベル任用のための必須研修向けの教

科書作りのための協力事業を実施しているほか、ドイツ技術協力公社（GTZ）も専門家派遣

型（職業訓練指導員、IT の 2 名）協力を行っている。CFET は JICA との協力事業は今回が

初めてであることから、本調査団は、プロジェクトコンセプトペーパー、PDM、PO を提示

して双方のプロジェクト内容、運営イメージを共有することに努めた。 

本調査期間中の前半部分では CFET の他に国立公園管理政策を担う PHKA や国立公園関

係者を交えた協議を行い、政策面から見たプロジェクトの妥当性を確認した。その後、実質

的なプロジェクトの枠組みや内容については実務レベル（CFET 研修計画評価課長、トレー

ナー、GHSNP 所長など）との協議が中心となった2。インドネシア側は事前に送付してあっ

たコンセプトペーパーを元にプロジェクト内容についての事前検討を行っており、協議担当

者は韓国へ出張中の CFET センター長と連絡を取りながら、代理者としての責任をもって協

議に参加した。また、代理署名（林業省森林標準化・環境センター長：CFET と同じ 2 等機

関）は、CFET センター長の調整により実現したものである。これらの協議過程、調整結果、

研修予定先視察時の先方対応から判断して、CFET 及び PHKA 並びに GHSNP 関係者の「国

立公園の協働管理に関する人材育成」事業に対する強い期待が感じられた。 

プロジェクト実施に当たっては外部リソースを有効に使うことが重要であることから、ボ

ゴール農業大学（IPB）と国際森林研究センター（CIFOR）を訪問し、本プロジェクトの説

明と連携の可能性についての協議を行った。結果、両訪問先からは本プロジェクトの目指す

ところに対する積極的な賛同が得られ、研修ニーズの特定、研修カリキュラムや教材作り、

講師の派遣などについて協力を仰げる可能性が高まった。今後、各主体それぞれにメリット

のある協力関係の構築が期待される。 

本プロジェクトは、過去の GHSNP 管理計画プロジェクトや生物多様性保全プロジェクト

における成果を踏まえ、インドネシアにおいて国立公園の協働管理が推進されるよう人材強

化を行おうとするものであり、この成果が各国立公園に定着すれば、インドネシアにおける

生物多様性保全に大きく寄与できる。また、2010 年 10 月に名古屋で開催される生物多様性

条約第 10 回締約国会議（COP10）においては、当プロジェクトを始めとして、JICA 協力に

よるインドネシアの生物多様性保全に関する成果を広く PR していくことが可能である。こ

れによりアジアをはじめとする他の途上国の生物多様性保全にも参考となるものと考える。 

今後の本プロジェクトの実施スケジュールは、7 月の R/D の署名、9 月の CFET による 2010

年事業予算の要求、そして 10 月のプロジェクト開始を予定した。 

                                            
2 本調査期間中に、林業省側で様々な会議が設定されていたためである。5月 27 日～29 日にはバリ島にて

第 8回アジア森林パートナーシップ会議が違法伐採、REDD を議題に開催された。5月 31 日からはインド

ネシア大統領の韓国訪問に合わせて開催されるインドネシア・韓国森林プログラム会議、それに引き続

き開催される KOICA との協議に CFET センター長など数名の CFET 幹部や林業省幹部が出張した。 
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第3章 プロジェクト実施の背景 

 

3.1 当該国の自然的・社会的情勢 

インドネシアは東西に連なる数多くの島々により構成される島国であり、東西の長さは米

国の東海岸から西海岸に匹敵する。インドネシアに関する各種統計によると、人口は 2 億 3

千万人で世界第 5 位(日本の 1．8 倍)、面積は 190 万 km2 で世界第 15 位(日本の 5.0 倍)の大

国であり、人口密度はジャワ島の約 960 人／km2 からイリアンジャヤの約 7 人／km2(日本は

約 340 人／km2)までばらつきが大きい。また、米の生産量も 5,200 万トンで世界第 3 位(日

本の 5．4 倍)である3など、その国土はこれまで多くの人の営みにより利用され、改変され

てきている。 

一方、熱帯降雨林を含む森林面積は、8,850 万 ha に及び、熱帯降雨林の広さとしてはブラ

ジル、コンゴ民主共和国に次ぐものであり、世界の熱帯降雨林の約 1 割を占める。しかし、

農地や他用途への転換、不法伐採、森林火災を主原因とする森林の減少面積は 2000～2005

年で年間 160～200 万 ha (四国の面積 183 万 ha に相当)であり、ブラジル（310 万 ha／年）に

次いで世界第 2 位となっている。国土に占める森林の割合も、1990 年の 61％から 2005 年に

は 46％にまで落ち込んでおり、ブラジル、ジンバブエを抜いて世界一の減少率となってい

る。 

また、生物多様性の面から言うと、熱帯降雨林の他に、マングローブ林、サバンナ林、高

山帯植生など多様性に富んだ森林資源を有しており、さらに島しょ国であるため生物種が隔

離されて進化した歴史があり、動物地理学上も東洋区とオーストラリア区にまたがっている

ことから、世界的に最も生物多様性に富んだ国として知られている。同国には、世界の陸地

の1.3％の国土に世界の20％に相当する325,000種の野生動植物が分布すると言われており、

確認された種についてみると固有種の割合が高く、絶滅危惧種数も多いのが特徴となってい

る（動物ではほ乳類は 457 種生息、うち 49％がインドネシア固有種・140 種が絶滅危惧種。

鳥類は 1,530 種の繁殖を確認、うち 27％が固有種・126 種が絶滅危惧種。両生類は 285 種生

息、うち 40％が固有種。植物では、世界の種子植物種の 10％に相当する 29，375 種が生育、

そのうちの 60％が固有種）4。このように世界有数の生物多様性を有する一方、人口増加に

よる経済開発や商業的伐採、あるいは違法伐採や森林火災、パームヤシのプランテーション

などのため、年々この生物多様性は減少しつつある。 

こうした中、後述のとおり、保護地域の拡充や利害関係者を巻き込んだ協働管理に向けて

制度整備を行いつつあるが、行政能力や予算不足等もあり、なかなか実効があがっていない。 

なお、インドネシアにおける森林と土地に関する特徴としては、憲法第 33 条で「国土、

水及び自然資源は国家が管理し、国民の最大利益のために利用される」とされ、土地基本法

第 2 条では「土地・水をはじめとする自然資源は国家の支配に置かれる」となっている5。

また森林法(1999)第 4 条にも、「すべての森林とその中に含まれる自然の富は、国民の繁栄

                                            
3 「なるほど知図帳 2009 世界」昭文社 
4 「インドネシア国生物学研究センターの標本管理体制及び生物多様性保全のための研究機能向上プロジ

ェクト 事前調査報告書」2007 年 3 月 JICA インドネシア事務所 
5「MKK：環境保全モデル村活動報告書」2007 年 5 月 豊田武雄 JICA 専門家 
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拡大のために国家により管理される」と規定されている6。森林地の確定は、BAPLAN（林

業計画総局）が担っているが、最終段階のグランドチェック確認の予算不足や地方政府との

調整不足もあって未だに不確定な地域が多く、国立公園も同様の状況にある。 

 

3.2 林業省の戦略 

3.2.1 林業省の制度 

（1） 保護地域制度 

森林法(1999)第 7 条によると、保全林は自然保護林、自然保全林及び狩猟公園の３つに

分けられている7。 

また、政令「自然保護地域及び自然保全地域」(1998)(以下「政令」という)第 6 条によ

ると、自然保護地域(林)は自然保護地区と動植物保護地区からなり、また政令第 30 条に

より、自然保全地域(林)は国立公園、自然観光公園、及び大森林公園からなる8。それぞ

れの種別は、表 3-1 のように区分される。 

国立公園は全国に 50 箇所あり、国土面積の約 12％を占めている。また、保護地域面積

全体に占める国立公園の割合は約 6 割となっており、インドネシアの生物多様性保全の

屋台骨としての役割を担っている。 

これら保護地域の管理は、国立公園は 50 の国立公園事務所（職員総数 3,317 人）によ

り、またその他保護地域は 32 の自然保全地域事務所（職員総数 3,455 人）によって行わ

れている9。 

表 3-1 インドネシアの保護地域の種別 

生命システムとしての機能を有する動植物及びエコシステムを維持する地域としての主
要な機能を有する陸地あるいは水生地域

Kawasan suaka alam (KSA) Cagar alam (CA)
Sanctuary Reserve Area strict nature reserve

自然保護地域 自然保護地区

Suaka margasatwa (SM)
wildlife sanctuary

動植物保護地区

陸地あるいは水生地で、生物の保護機能を有し、動植物の保全、生物天然資源とエコシステムの
持続的利用が可能な地域

Kawasan pelestarian (KPA) Taman nasional (TN)
Nature Conservation Area National Park

自然保全地域 国立公園

Taman wisata Alam (TWA)
Nature Recreation Park

自然観光公園

Taman hutan raya (THR)
Grand Forest Park

大森林公園

(*1) 2006年のデータによる
(*2) 狩猟公園については森林法、その他は生物天然資源とエコシステム保全法、和訳は宮川専門家による

（その他）

21

123

Kawasan Konservasi

保全区域

Conservation areas
数

（*1）
定    義
（＊２）

研究、学術、教育、文化、観光及びレクリエーションのために利用される、原生あるいは非原生の
野生あるいは非野生の動植物の収集を目的とする区域

狩猟地域として定められた森林地域

245

77

50

特別な動植物及びエコシステムを有する区域で、エコシステムが保護や自然のままに維持される
必要のある区域

特別な生物多様性やユニークな動物種を有し、その生息域の保護が可能である区域

原生エコシステムを有し、研究、学術、教育、文化、観光及びレクリエーションとして利用される
ゾーニングシステムにより管理されている区域

観光及びレクリエーションのために利用することを主たる目的とする区域

狩猟公園

Taman buru (TB)

上記の６種の保全区域は、4年に1回以上の定期評価と、地域の重要な機能が低下しているという指標を確認した場合に行う統合評価が
実施されることとなっている（2007年林業大臣令第14号）

Game Hunting Park 14

 

                                            
6 「森林セクター主要法令集(仮訳)」2009 年 5 月 宮川秀樹 JICA 専門家 
7 同上 
8 同上 
9 「インドネシア林業統計 2006（Statistik Kehutanan Indonesia 2006）」2007 年 9 月 インドネシア林業省 
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3.2.2 林業省の組織 

（1） 林業省全体の組織 

林業省全体の組織は、図 3-1 のとおりとなっている10。CFET は大臣官房に属し、各国

立公園事務所は PHKA 内に属している。今回プロジェクトの実施に当たっては、CFET

を実施機関とするという意味ではその上位機関である大臣官房の理解と協力が必須であ

るが、国立公園政策への働きかけや実際に国立公園を巻き込んだ取り組みを行う際には

PHKA との十分な意思疎通が欠かせない。 

 

大臣

計画総局
森林・

自然保護総局
（PHKA）

土地復旧・
社会林業総局

森林生産
開発総局

大臣官房

林業研究
開発庁

大臣

計画総局
森林・

自然保護総局
（PHKA）

土地復旧・
社会林業総局

森林生産
開発総局

大臣官房

林業研究
開発庁

 
図 3-1 林業省組織図（一部） 

 

（2） PHKA の組織 

PHKA 本部の組織は図 3-2 のとおりとなっている。自然保全地域の管理政策は地域保全

局が担当しているが、全国に展開する国立公園ならびに自然保全地域事務所は直接的に

は PHKA 総局長の管轄下にある。 

森林・自然
保護総局

総務局

森林調査・
保護局

森林火災
管理局

地域
保全局

生物多様性
保全局

環境サービス・
エコツーリズム局

1.国立公園
2.自然保全地域事務所

森林・自然
保護総局

総務局

森林調査・
保護局

森林火災
管理局

地域
保全局

生物多様性
保全局

環境サービス・
エコツーリズム局

1.国立公園
2.自然保全地域事務所

 
図 3-2 PHKA 組織図 

 

                                            
10 秀田智彦･前 JICA 専門家作成 
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また、国立公園事務所は PHKA の直轄実施組織として独自の権限と予算配分を受けな

がら運営され、所長は現場で起きる問題に対して、逮捕を含めた法執行ができるなど、

強い権限を持っている。 

国立公園事務所の組織体制の一例として、GHSNP の例を図 3-3 に示す11。GHSNP の公

園事務所には、総務課と機能職グループがあり、さらに地域の保全を行う支所(Seksi)があ

る。国立公園の直接活動現場はこの支所が担い、その下に駐在所（Resort）があり平均４

名の職員でユニットを組んでいる。機能職は森林警察（POLHUT）、森林エコシステム管

理官（PEH）、普及員（PENURUH）により構成され、彼らが公園事務所、支所、駐在所

の各現場において現場活動を行っている。この森林警察の活動は取り締まりと管理が中

心となり、他国の「レンジャー」のように外部から訪れる訪問者をガイドしたり、自然

資源の調査をしたりする役割は少ない12。 

レバック支所
＊支所

＊駐在所

1.Gn. Bonkok
2.Cisoka
3.Gn. Bedil
4.Cibedug

5.Gn. Talaga
6.Gn. Kencana
7.Gn. Botol
8.Gn. Butak
9.Gn. SalakⅠ
10.Gn. SalakⅡ

11.Kawah ratu
12.Gn. Bodas
13.Cimantai
14.Gn. Kendeng

＊本部

総務課

1. 庶務係
2. 人事係
3. 出納・会計係
4. 計画・データ管理係
5. 協働・住民関係係
6. チカニキ・リサーチステーション
7. 森林火災・保全係

機能職グループ
1. 森林警察
2. 森林エコシステム管理官
3. 普及員

GHSNP所長

ボゴール支所 スカブミ支所

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1312 14

レバック支所
＊支所

＊駐在所

1.Gn. Bonkok
2.Cisoka
3.Gn. Bedil
4.Cibedug

5.Gn. Talaga
6.Gn. Kencana
7.Gn. Botol
8.Gn. Butak
9.Gn. SalakⅠ
10.Gn. SalakⅡ

11.Kawah ratu
12.Gn. Bodas
13.Cimantai
14.Gn. Kendeng

＊本部

総務課

1. 庶務係
2. 人事係
3. 出納・会計係
4. 計画・データ管理係
5. 協働・住民関係係
6. チカニキ・リサーチステーション
7. 森林火災・保全係

機能職グループ
1. 森林警察
2. 森林エコシステム管理官
3. 普及員

GHSNP所長

ボゴール支所 スカブミ支所

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1312 14

 

図 3-3 GHSNP 組織図 

                                            
11 「インドネシア国ｸﾞﾇﾝ･ﾊﾘﾇﾝｰｻﾗｸ国立公園管理計画プロジェクト長期専門家派遣(協働管理支援)専門家業

務完了報告書」2009 年 2 月 西田幸次 JICA 専門家 
12 「MKK：環境保全モデル村活動報告書」2007 年 5 月 豊田武雄 JICA 専門家 
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3.2.3 林業省の政策 

（1） 林業省 5 カ年計画 

林業省の 5 カ年計画（2005-2009）では以下のような重点項目を打ち出している13。 

1. 木材盗伐及び違法取引の根絶。 

2. 森林保全を多組織間と実施することを目的とした森林管理事務所を全州に最低

一カ所設立。 

3. 500 万ヘクタールの新規植林と 500 万ヘクタールの森林回復。 

4. 21 の自立できる国立公園の形成。 

5. 森林内及び周辺における住民収入の 30％向上。 

6. 最低 30％の森林地確定 

すなわち林業省は、この 5 カ年で、違法伐採摘発、森林保護と住民生計向上を目指す

森林・自然環境保全に力点を置く方向性を打ち出したと言える。予算的にも林業省全体

の中で、PHKA への比率を増加させている。PHKA への予算は、2000 年 61 億 IDR だっ

たものが、2004 年には 445 億 IDR へと急増している。 

ただし、CFET や各国立公園事務所等、施策実施機関へ実際に予算が配分される時期は、

多く(例えば CFET では 7 割)が年度後半となるため、年度前半には行政的にあまり機能で

きず、一方、年末(年度末)には予算執行に汲々となっている状況であることから、年間を

通じた計画的な事業遂行の支障となっている。 

 

（2） 国立公園の協働管理 

インドネシアの国立公園は、日本のように優れた風景地の保護に重点を置き、国有地

以外を含めて指定する地域制国立公園とは異なり、原則として国有地で人間の生活空間

と分離できることを想定した営造物公園制度を採用している。そのため、基本的に区域

内での住民の居住や生産活動は認められてこなかった。しかし現実をみると、違法伐採、

違法採掘、違法耕作などの活動が、住民レベルから場合によっては組織的レベルまで頻

繁に行われている14。 

林業省は急速な森林減少に対して、2004 年に国立公園数を 41 から 50（このうち海洋

国立公園は７箇所）に増加させた他、GHSNP のように面積拡大をはかり、保護地域の拡

張を進めている。ただし、土地の現況を精査しないまま公園区域を拡大したことにより、

従来住民が使用していた土地が突然公園区域となり、新たな軋轢を生じているところも

ある。 

これまで現場公園職員が持つ国立公園での職務イメージは、保護地域に「自然を壊す」

住民が入るのを防ぐ、あるいは入ってきた住民を追い出すことが使命と認識しているこ

とが多かった。 

一方、2003 年の国際自然保護連合(IUCN)決議では、コンサベーションについて基本的

なパラダイム変化（以下の表 3-2 参照）が打ち出された15 

 

                                            
13 「MKK：環境保全モデル村活動報告書」2007 年 5 月 豊田武雄 JICA 専門家 
14 同上 
15 同上 
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表 3-2 コンサベーションについてのパラダイム変化 

トピック 旧パラダイム 新パラダイム 

・コンサベーションに特化 ・社会的、経済的目的も強調 

・特別な野生生物の保護に特
化 ・科学、経済、文化的側面も発展 

・外部者の観光のための管理 ・地域住民の参加 

・原生性に価値 ・保護される原生性だけでなく文化的価値も
強調 

目的 

・保護目的 ・復元、リハビリテーション、社会経済的目
的 

管理 ・中央政府 ・関係各機関の参加 

・計画と実施で住民と敵対 ・住民と協働／住民による管理 
地域住民 

・住民の意見を無視 ・住民のニーズを満たす管理 

・分野別の発展 ・国、地域、国際的な役割の一部として計画、
発展 

管理の範囲 
・「生物島」のような管理 ・「ネットワーク」形式の発展。（Protected 

Area Network)→緑の回廊 

・国の資産（国家の所有） ・公的資産（国民の所有） 
価値観 

・国家的重要性のみ ・国際的な重要性も考慮 

・短期的目的にあわせた管理 ・長期的視点に立った管理 
管理技術 

・技術的問題に特化した管理 ・政治的観点も考慮に入れた管理 

費用 ・政府による税金のみ ・多様な財源（地方・中央政府、外国、私企
業、住民） 

・学者や自然資源専門家 ・Multi-skilled individuals による管理 
管理能力 

・専門家のリーダーシップ ・Local Knowledge による発展 

(2003 年の IUCN 決議:日本語訳 矢田氏) 

 

こうした社会的情勢の変化や、これまでの排除型公園管理では、なかなか実効があが

らないことを踏まえ、2004 年には林業大臣令第 19 号として、「自然保存地域及び自然保

全地域の協働管理に関する大臣規則」を定めた。この省令の基本的な考え方は、保護区

管理をこれまでの中央政府専管から各利害関係者による管理への移行を促進するもので

ある。 

この中で「保護地域における協働管理とは、各利害関係者間の相互信頼、尊敬、相互

有効性をベースとした合意とによって協働実施されるプロセスである」（4 条）とされて

おり、準備段階の協議、合意署名、管理体制形成、活動計画策定、活動実施、モニタリ

ング、評価のすべての段階で利害関係者の参加が必要としている。 

（3） 国立公園のゾーニング手法の変更 

林業省は 2006 年、大臣令「国立公園のゾーニング･ガイドライン」を改定し、公園指

定前から居住していた住民を一定の条件下で認め得る「特別ゾーン」というゾーニング

を付け加えた16(表 3-3 国立公園のゾーニング･ガイドライン」参照17)。

                                            
16 「森林セクター主要法令集(仮訳)」2009 年 5月 宮川秀樹 JICA 専門家 
17 「森林セクター主要法令集(仮訳)（2009 年 5月 宮川秀樹 JICA 専門家）」を整理 
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この中で、「特別ゾーン」のゾーニングの基準は、次の 3 点である。 

1） 当該国立公園が発足する以前から、住民グループが生活しており、かつ彼らの生

活資材が認められること 

2） 当該国立公園が発足する以前から、電話、交通、電気等の資機材が置かれていた

こと 

3） 当該ゾーンがコアゾーンと接していないこと 

 

また、特別ゾーンにおいて可能な活動は、次の 4 点である。 

a. 保護と治安 

b. 住民の生活支援のための利用 

c. 復旧 

d. 住民の人口及び活動についてのモニタリング、ならびに地域支援 

 

このガイドラインで規定されたプロセスを踏み、合意形成があれば、地域住民による

国立公園の利用が可能となる。 

このことは、国立公園の生物多様性や希少種を保護するためには、人間の問題に着目

すべきであり、この問題を避けずに国立公園管理はできないということ、さらにその管

理のためには住民の活動を完全に排除しようとするよりも、住民の一定のニーズを満た

しつつ協働管理に努めていくことの方が実効に即していることが徐々に林業省の中で認

識されたことを示している。特に GHSNP のように拡大によって、結果的に公園内に居住

地や耕作地が多く含まれてしまった状況に対応するためには、よりその必要性が認めら

れる。 

この方針転換は国立公園管理に大きな影響を与え、GHSNP を始めいくつかの公園では

協働管理の先駆的な取組が開始されているが、各公園の対応については様々なようであ

る。公園管理のあり方は所長の考えや対応に影響されるため、協働管理の概念をいかに

職員全体に浸透、伝搬させるかが課題となっている。 

 

3.3 プロジェクト対象地の概要 

3.3.1 CFET の組織 

CFET は 1954 年に設立され、本部に約 160 名、全体で約 900 名の職員を配する 2 等機関

（EselonⅡ18）である。今回プロジェクト事務所が設置される CFET 本部の組織体制は図 4

の通りである。CFET 本部（西ジャワ州ボゴール）の他に、西ジャワ州に 2 箇所、北スマト

ラ州に 1 箇所、リアウ州に 1 箇所、東カリマンタン州に 1 箇所、南スラウェシ州に 1 箇所、

西ティモール州に 1 箇所の、西パプア州に１箇所（もう１箇所は地方政府に移管済み）の、

合計 8 箇所の地方センターがある。 

本プロジェクトでは CFET 本部にプロジェクトオフィスを構え、CFET 本部を研修拠点と

して、その職員を中心にカウンターパートが構成されることになる。研修用施設として、教

                                            
18 Eselon とは管理職の職位のことであり、Eselon I（官房長/総局長）から Eselon IV（公園支所長、本省

係長）までがある。CFET の所長は Eselon II、すなわち局長級であり、GHSNP 所長は Eselon III、すなわ

ち本省課長級である。このように、機関によってその長となるのに必要な職位が設定されている。 
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室が 3 室（最大 40 人収容可能）、その他、PC ラボ 1 室（10－20 人）、英語ラボ 1 室（最大

20 人）がある。宿泊施設では各部屋に AC、TV などが付いており、合計 40 室。1 室あたり

3 人で全体の宿泊定員は 120 人である。共用スペースにダイニング･ルーム、キッチンもあ

る19。この他、トレーナー用の執務室、講堂、車庫などがある。 

また、Rumpin にあるボゴール地方センターの施設についても、教室や宿泊施設(定員 150

人)等、基本的に本部と同程度の内容のものがあるが、さらに演習林 80ha を有し、隣では

KOICA による育苗プロジェクトが実施中である。 
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図 3-4 CFET 本部 組織図 

 

研修において講師を務めるトレーナーは、本部には 24 人いる。彼らは後述（図 3-5）の 5

分野の何れかに属しており、保全分野のトレーナーは 5 人である。その他、大学教官や国際

NGO 等に外部講師がいる。トレーナーはセンター本部に留まるとは限らず、地方センター

や林業省内他機関への異動もあり、逆に国立公園事務所からトレーナーに赴任する場合もあ

る。 

一方、地方センターの例としてボゴール地方センターには、20 名の常勤トレーナーがい

ることに加え、本部同様に外部講師を依頼している。 

 

3.3.2 CFET の事業予算 

CFET は林業省の唯一の研修実施機関として、独自に予算を持ち、林業省職員ならびに非

職員に対する研修を実施している。上述の通り CFET 本部のほかに全国に 8 箇所の地方セン

ターを抱えており、その事業予算は表 4 の通りである。CFET 本部が全体事業予算の 30%前

後を受け、残りの地方センターが 4%～10%の範囲で残りの予算を分け合っている。予算執

行率の実績値は平均して 80%～90%の間であり、計画予算が必ずしも全て配賦されているわ

                                            
19 「CFET 視察メモ」2008 年 8 月 秀田・広内 
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けではない。また、インドネシアの政府機関に共通して見られがちな問題として、特に予算

年度20の前半部分（1 月～6 月）は予算が現場まで下りて来ないために活動の実施に支障を

きたすのは、CFET においても同様とのことであった。 

 

表 3-4 CFET 事業予算（2005 年～2007 年） 
単位　百万ルピア

職員総数 予算 割合 予算 割合 予算 割合

1 CFET本部 164 22,247 34.2% 30,738 29.8% 29,762 27.6%

2 Bogor 107 5,700 8.8% 9,621 9.3% 10,083 9.4%

3 Kadipaten 123 5,860 9.0% 9,723 9.4% 10,236 9.5%

4 P. Siantar 79 3,880 6.0% 7,796 7.6% 8,359 7.8%

5 Pekanbaru 128 4,910 7.6% 10,008 9.7% 9,812 9.1%

6 Samarinda 99 6,130 9.4% 9,488 9.2% 10,060 9.3%

7 Makassar 118 6,100 9.4% 9,912 9.6% 10,643 9.9%

8 Kupang 80 4,180 6.4% 7,666 7.4% 8,389 7.8%

9 Manokwari（研修を一部実施） N.A. 3,070 4.7% 4,479 4.3% 6,053 5.6%

10 SKMA Manokwari（地方政府所管） N.A. 2,890 4.4% 3,794 3.7% 4,349 4.0%

合計 898 64,967 100% 103,225 100% 107,746 100%

平均予算執行率（実績） (88.1%) (88.9%) (83.6%)

2005 2006 2007

 
出所：CFET 統計 2007 年（Statistik Pusat Diklat Kehutanan Tahun 2007） 

 

3.3.3 CFET の研修制度 

CFET は林業省職員を中心に年間 150 コース、4,000 人程度の研修を全国で実施しており、

その研修体系は、図 3-5 のとおり、森林生産、保全、土地リハビリテーション、計画、行政

の 5 分野に分かれている21。本部では 52 コースが準備されているが、予算的制約によりそ

のうち 30 コース程度が毎年実施されている。研修コースは、技術系職員と事務系職員で分

けられており、林業省職員に海外留学を含めて修士号を取得できる制度も設けている。また、

林業省職員以外にも 5 箇所ある林業高校の学生、民間人(企業、住民、学生)向けの教育研修

を無料で行っている。尚、国立公園分野に関しても民間人と対象とした研修を実施している

が、その場合は公園所長の推薦が必要とされている。 

研修講師には、CFET のトレーナーのみならず、IPB や CIFOR 等の外部講師もあたってい

る。講師に対しては謝金が支払われるが、平均すると内部講師には 6 万ルピア IDR/時間の

手当が、外部講師には 15 万ルピア/時間が支払われる。 

研修参加者のレベルは、次の 4 つに分かれている。 

① Advance/Tinggi（上級：EselonⅡレベル） 

② Intermediate/Menengah（中級：EselonⅢレベル） 

③ Middle/Lanjutan（準中級：EselonⅣレベル） 

④ Basic/Dasar（基本：EselonⅣ以下） 

                                            
20 インドネシアの予算年度は 1月～12 月。 
21 「インドネシア共和国生物多様性保全のための国立公園機能･人材強化プロジェクト 詳細計画策定調査

(第一次) 調査結果報告」 2009 年 1 月 JICA 
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なお、林業省の研修体系の基本指針となる研修ガイドライン（通称 PolaDikLat）が本年１

月に策定され、来年１月から施行される予定である。当ガイドラインは今後の林業省におけ

る研修体系を決定するものなので、本プロジェクトでもその内容や方針と整合性を取る形で

研修コースを計画することが求められる。 
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図 3-5 CFET の研修体系 

 

ボゴールにある CFET 本部では、主に、中級～上級レベル職員の研修、トレーナー研修

（Training of  Trainer：ToT）を行う。また、全国の研修のレベルを同一に保つためのカリ

キュラムや 5 カ年計画の作成も本部が行っている。 

一方、全国 8 箇所に点在する地方センターは基本～中級レベル職員を対象とした技術研修

が中心である。その主な理由は、長期間の研修参加が困難な中位～上位レベルの職員はアク

セスと施設環境の良い本部で短期間に集中研修を、それに対して長期間の研修参加が比較的

容易な下位～中位レベルの職員はより現場に近い場所で中～長期研修を受講させるためで

ある。研修コースの開発自体は基本的に本部で行い、各地方センターではそこで開発された

コース及びモジュール（教材）に基づき教えている。従って、地方センターのトレーナーは、

本部に行って講義内容や教え方を学ぶ機会が設けられている。その一方で、地方センター自

体が独自の研修コース実施することも可能だが、その場合は本部にプロポーザルを提出して

承認されることが要件となる。 

CFET の研修では、約 4 割を講義、約 6 割を実習として行っている。本部が研修フィール

ドとして利用している国立公園はテーマごとに、GHSNP、Gunung Gede Pangrango 国立公園、

Way Kambas 国立公園、Pulau Seribu 国立公園、Ujung Kulon 国立公園などである。その場合、

旅費や宿泊費等の費用は、国立公園ではなく CFET が負担する。宿泊は、GHSNP 事務所の

ような宿泊施設がある場合はそれらを優先的に活用し、そのような宿泊施設がない場合は、
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民営宿泊施設を使う。また、研修内容によっては奥山でテントに泊まりながら行う研修もあ

る。また、毎年の断食月（ラマダン）期間中も研修は行われている。 

研修後には、研修評価をコースごとに行っている。具体的には、研修直後の質問票調査、

及び事後の質問票調査（3 ヶ月～2 年後。6 ヶ月後が標準）を行っている。事後評価の内容

は、研修がどの程度実用的だったか、どのような便益があったか、研修改善への提言などで

ある。 

本プロジェクトでは後述の通り、国立公園管理の協働管理に係る関係者を幅広く取り込ん

だ研修コースを CFET に設置することになるが、現状でこれに類する研修は、林業省職員や

地方自治体の林業系職員を対象とした保護地域の協働管理に関する研修（6 日間）のみであ

り、国立公園が実際に抱える協働管理の課題に対応するにはその対象、内容ともに十分では

ないと認識されている。 

 

3.3.4 GHSNP の状況 

今回のプロジェクトで現場研修先として予定されている GHSNP としては、現地研修の受

け入れは 12 月と 1 月以外は可能であり、また講師として GHSNP 事務所から CFET に出向

くことも可能とのことであった（但し、講師派遣にかかる移動費、日当、謝金といった経費

は依頼元である CFET の負担となるのが原則）。 

Kabandungan にある GHSNP 事務所には、情報･研修棟、研究棟、管理棟、共有棟、宿泊

棟、駐車場が整備されている。宿泊棟は、4 人部屋が 5 室で宿泊定員は合計 20 人となって

いる。その他に、周辺の民間宿泊施設を利用することも可能とのことであった。情報･研修

棟は会議室として使用が可能であり、今回の調査でも公園管理者や MKK 事業を行っている

地元代表者達との意見交換に使われた。 

また、GHSNP 事務所から約 1 時間西方（公園中心部）に向かった Sukagalih 地区では、

2004 年から 2009 年まで実施されたグヌン・ハリムンーサラク国立公園管理計画プロジェク

トによって住民参加型生計向上・環境保全活動（通称「MKK：環境保全モデル村」）事業が

行われた。今回の調査では、観賞用コイの養殖池、国立公園境界における植林地、普及啓発

活動等を行う集会所などを視察した。この住民参加型生計向上・環境保全活動で得られた知

見は、本プロジェクトにおいても国立公園の協働管理事例として、講義、現場実習の両面に

おいて活用できるものである。 

 

3.4 過去・現在に行われている他のドナー国、国際援助団体等の対象分野関連事業 

3.4.1 KOICA の支援 

KOICA による事業は School of Environmental Conservation and Ecotourism Management

（SECEM）に使用する教材作成が目的であり、期間は 2 年間で専門家 1 名が配置されてい

る。SECEM とはもともとオランダの支援により 1978 年に創設された研修プログラムであ

り、1993/4 年まで続いたが、オランダの支援が途絶えたのに伴い研修も途絶えていたもの

である。KOICA の事業では、これを復活させるため、シラバス(講義実施要綱)、モジュー

ル(教科書)が作成された。内容は、①保全地域管理、②生物多様性保全、③エコツーリズム

管理、④海洋沿岸管理、⑤森林保護と森林火災管理といった 5 つの分野で 18 モジュールを

作成しており、研修の対象者は、EselonⅢ候補(公園所長/本省課長候補)である。 
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KOICA は、JICA が彼らと重複する形で研修事業を行うことに強い懸念を示している。

CFET は JICA 事業と SECEM の違いを明確に理解し、6 月 2 日に行った KOICA への説明で

も、CFET からは的確に説明がなされた。当日説明を受けた KOICA の別事業担当者は両事

業の違いについて理解し、個人的には問題ないと言う認識を示していたが、SECEM 担当専

門家は帰国中で直接話を聞くことができなかった。 

CFET は、KOICA の支援により SECEM が再開されたのを歓迎している。しかし、モジュ

ールは KOICA の金銭的支援で作成されたものの、研修実施はインドネシア側の予算で実施

しており、対象者 30 人、合計 6 ヶ月のコース（10～12 月の 3 ヶ月、1 ヶ月のブレーク、2

～5 月の 3 ヶ月なので期間としては 7 ヶ月）で総費用が約 12～14 億ルピアになることから

CFET 本部の全体予算約 30 億ルピアに占める割合が大きく、他の研修コース実施の圧迫要

因となっているため、その持続性に懸念がある。また、分野が 18 と多岐をカバーしている

分、必然的に各分野については広く浅い学習内容となっている。 

KOICA では、本事業のフェーズⅡ実施を検討しており、その内容は SECEM の講義、実

習方法に関するアドバイザリー的なものと思われるが、詳細は現時点で不明（未定）である。 

 

3.4.2 GTZ の支援 

GTZ の支援は専門家派遣型であり、専門家 2 名が CFET において、森林利用に関する研

修作り及び情報システム作りについて協力、アドバイスを行っている。また別途、森林と気

候変動に関して林業省本省とカリマンタン地方政府が行うプロジェクトの実施について協

力している。 

 

3.4.3 その他の協力 

ボゴールにある IPB ならびに CIFOR からは、既に研修に対する講師派遣等の協力が行わ

れている。今回訪問したところでは、両者とも本プロジェクトの目指すところに対する積極

的な賛同が得られ、研修ニーズの特定、研修カリキュラムや教材作り、講師の派遣などにつ

いて協力する意向が伺えた。特に、CIFOR には、世界各地の協働管理関連の調査研究事例

があり、それらも含めて活用できるとのことである。 

 

3.5 対象開発課題の現状と課題の分析 

前述のとおり、国際的な動態も踏まえ、インドネシアでも国立公園の協働管理について舵

を切ったところであるが、その浸透は一部の所長等管理者クラスに留まっている。GHSNP

における MKK 等協働管理の成功例のみならず、Gunung Gede Pangrango 国立公園等、他の

国立公園においても協働管理の事例は積み重ねられつつあるが、まだまだ試行錯誤の状況に

ある。 

公園の協働管理を行っていくためには、全国一律のやり方を決めるのではなく、各国立公

園において、利害関係者の適切な洗い出しを行い、現地における問題点の整理や認識共有を

し、さらに関係者が意思疎通を図りながら問題の解決策を策定し実行に移すことが必要であ

る。このためには、公園管理にあたる職員は、管理者レベルのみならず実務者レベルも、指

示に従って単に業務をこなすのではなく、上下関係間での情報共有や、自ら問題解決に向け

主体的に業務遂行していく姿勢が必要である。 
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また、自然環境に関するデータについても、どうしても GPS 等の機器を使用したデータ

収集に目が向きがちであり、機器がなければ何もできないと考えがちだが、むしろデータを

どのように整理･解釈し、施策に活かすか、あるいは機器がなくてもどのように対処するか

考える力を付けるべきであるとの指摘もあった。こうした情報共有を行いつつ自分で考えて

行動する行政能力の向上は、一朝一夕にできるものではないが、研修項目に盛り込む工夫が

必要である。 

一般的に言って、支援を受ける側(途上国)は、支援する側(ドナー)がいなくなるとせっか

くの事業の成果も絶ち切れになることが多々ある。かつて行われていた SECEM も、オラン

ダの支援がなくなるとともに止まってしまったのはこの一例である。従って、実施する事業

が自立発展的に継続されていくようにするためには、的確な事業内容(妥当性)を、少ない投

資で(効率性)多くの成果が得られる(有効性)ように実施するとともに、同様の問題に対して

も汎用性を持ったもの(インパクト)にしていくことを絶えず念頭に置きながら進めていく

必要がある。今回事業の遂行にあたっても、CFET のみならず PHKA の職員とも十分意思の

疎通を図りつつ、効果的、効率的なものにしていくことに留意して進めていくことが肝要で

ある。 
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第4章 プロジェクトの基本計画 

 

4.1 上位目標、プロジェクト目標、成果、活動 

4.1.1 上位目標 

本プロジェクトの上位目標は以下のとおりである。 

上位目標：インドネシアの国立公園において、協働管理が推進される。 

 

本プロジェクトでは、CFET が、国立公園の協働管理に関する研修を実施する能力を有す

るというプロジェクト目標が達成された後に期待される開発効果として、国立公園の協働管

理が推進するという点を挙げた。上位目標をより具体的に明確化し、その達成度を測る指標

は以下の通りである（付属資料 2 R/D（2009 年 9 月 11 日）」に PDM が添付してあるので、

そちらも合わせて参照)。 

指標 1：研修の成果として、研修を受けた国立公園における協働管理の活動事例が増加して

いる。 

指標 2：プロジェクトで開発された研修コースが高いプライオリティのもと継続的に実施さ

れている。 

 

4.1.2 プロジェクト目標 

本プロジェクトのプロジェクト目標は、以下のとおりである。 

プロジェクト目標：林業省林業教育研修センター(CFET)が、国立公園の協働管理に関する

研修を実施する能力を有している。 

 

プロジェクト目標では、CFET の協働管理に関する研修の実施能力強化を打ち出している。

これまでにインドネシアの生物多様性分野の技術協力は、希少野生生物の調査・研究や情報

管理システム（GIS）、エコツーリズム、環境教育などの技術力の向上を行ってきた。しか

しながら、近年の課題として住民参加や地方行政、NGO などの関係団体との協働による管

理の必要性が高まっていることから、協働管理のための研修コースの確立、そして、研修の

実施といった公園管理能力の強化を目的とすることとした。プロジェクト目標をより具体的

に明確化し、その達成度を測る指標は以下のとおりである。 

指標 1：研修のためのデザイン、プログラムが準備される。 

指標 2：研修参加者の○％以上が、本研修が公園管理の業務にとって有意義であり、役に立

つと考えている。 

 

ここでは、CFET が研修実施能力を有している状況を指標 1 で、その研修内容の質が受講

者にとって満足の行くレベルにあることを指標 2 で測ることにしている。本プロジェクトで

はその期間（32 ヵ月）内に合計 3 回（基本研修＋フォローアップ研修）を予定している。1

回の研修で 4 国立公園を対象とし、その参加者数は基本研修 32 名（全員公園職員）、フォロ

ーアップ研修 56 名（公園職員 32 名と地元利害関係者から代表 24 名）を予定している。ま
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た、研修受講者の満足度を測るために、研修終了時およびフォローアップ研修時にアンケー

ト調査を実施する。 

 

4.1.3 成果と活動 

本プロジェクトは、成果 1 及び 2 に対応する協働管理の研修準備段階と、成果 3 に対応す

る研修の実施と実施後のモニタリング及び評価の段階と、大きく 2 つに分かれており、それ

ぞれの成果の達成がプロジェクト目標の達成に貢献することとなる。 

 

成果１ 

国立公園の協働管理に関するコースが計画される。 

 

成果 1 に対する指標： 

指標 1.1. 研修コースが教育研修ガイドライン（POLADIKLAT）に登録される。 

指標 1.2. 2010 年に第 1 回目の研修が計画通り実施される。 

 

成果 1 に対する活動： 

活動 1-1．初期調査により協働管理の事例を選定する。 

活動 1-2．デスクスタディ及びフィールドスタディを通して、選定事例を分析する。 

活動 1-3．1-1、1-2 を元に、協働管理に必要な技能、心構え、知識を特定する。 

活動 1-4．CFET の研修プログラムにおける研修コースの位置づけを明確にする。 

活動 1-5．研修カリキュラムと必要な投入計画を策定する。 

 

成果 2 

協力機関との連携の元、研修コースの運営に必要な体制が準備される。 

 

成果 2 に対する指標 

指標 2.1. 研修スタッフと講師チームが CEFT 内に構成される。 

指標 2.2. 第 3 回目の研修以降の研修は CFET の通常予算として実施される。 

指標 2.3. 研修機材とフィールドが整備される。 

 

成果 2 に対する活動： 

活動 2-1．研修コースチームの構成と能力強化を行う。 

活動 2-2．フィールド研修地として、GHSNP の機能及び能力強化を行う。 

活動 2-3．研修教材を作成する。 

活動 2-4．研修コースの持続的発展に向け、協力機関（PHKA、GHSNP など）との連携を強

化する。 

活動 2-5．CFET 関連ドナーなどとの情報交換を活発化する。 
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成果 3 

国立公園の職員や地元利害関係者を対象とした研修コースの実施を通して、計画・運営方

法が蓄積される。 

 

成果 3 に対する指標 

指標 3.1. 研修参加者による基本研修の評価がレビューされる。 

指標 3.2. 研修のモニタリング・メカニズムが機能する。 

指標 3.3. プロジェクトに対して研修の最終報告書が提出される。 

 

成果 3 に対する活動 

活動 3-1．協働管理の導入が有効と思われる公園を研修対象として選定する。 

活動 3-2．選定された国立公園の職員に対して基本研修を実施する。 

活動 3-3．選定された国立公園職員に地元利害関係者を加えたフォローアップ研修（研修後

ワークショップ）を実施する。 

活動 3-4．研修効果のモニタリング・評価によりカリキュラムと教材を検証する。 

 

4.2 日本側投入、相手国側投入 

投入には、プロジェクトの個々の活動を実施するために必要な人員、施設、機材、資金が

含まれている。本プロジェクトの必要な投入は以下のとおりである。 

 

日本側 インドネシア側 

日本人専門家（長期） 

・チーフアドバイザー/国立公園管理 

・業務調整/研修管理 

 

日本人専門家（短期） 

・研修計画策定 

・教材開発 

・情報伝達、共有手法 

・コンフリクト・マネジメント 

 

資機材 

 

研修 

・本邦研修 

・第三国研修 

 

資金 

・在外事業強化費 

カウンターパート 

・プロジェクト・ディレクター 

・プロジェクト・マネージャー 

・CFET の職員 

 

施設・資機材 

・プロジェクト事務所 

・会議室 

・必要な資機材 

 

資金 

・プロジェクト活動費 
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4.3 プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトは CFET と JICA で構成するプロジェクトチームにより実施される（付属

資料 2 R/D（2009 年 9 月 11 日）AnnexIX 参照）。CFET はプロジェクトの実施及びその管

理に責任をもち、PHKA はプロジェクトの支援機関としてアクションプランの実施などに協

力、GHSNP は現場研修の実施に協力する。 

 

4.4 前提条件、外部条件とリスクの分析 

本プロジェクトの前提条件は、次の 2 点である。 

① CFET が 2010 年のカウンターパート予算を確保する。 

② 林業省自然保護局ならびの GHSNP の協力が得られる。 

 

また、外部条件は以下の通りである。 

（上位目標レベルの外部条件） 

インドネシアの国立公園政策において、協働管理の有効性が引き続き支持される。 

 

（プロジェクト目標レベルの外部条件） 

① 国立公園の協働管理を促進するために必要な投入資源が与えられる。 

② 研修受講者が研修で得た技術、態度、知識を活用する。 

 

（成果レベルの外部条件） 

① 林業省が国立公園の協働管理に関する政策を大幅に変更しない。 

② 所属先の賛同を元に、十分な数の研修受講者が確保される。 

 

 

（1） プロジェクト目標レベルの外部条件への対応 

本プロジェクトは、協働管理の研修コースの確立とその実施を主な目的としており、

基本研修で作成されるアクションプランの実施に必要な予算については PHKA の役割と

している。ただし、林業省が毎年 4 か所の研修対象公園に対して、それぞれのアクショ

ンプラン実施のために必要な予算を担保出来ない場合は、既に協働管理に係る予算を確

保している国立公園を研修対象の選定条件とするなどの措置をとる。また、基本研修終

了から 6 カ月後頃に現地モニタリングを実施し、それ以外においても、メールや電話な

どで随時必要に応じて研修受講者からの質問や相談に応じる。 

 

（2） 成果レベルの外部条件への対応 

林業省の幹部に対して、JCC など定期的な意見交換の機会を設け、協働管理の重要性

ならびに研修の成果を訴える必要がある。なお、CFET から、研修対象公園の選考基準と

して、①同一地域から選考する、②同様の特徴、問題を抱えた公園を選考する、③参加

者の自主性・やる気を尊重する、④林業省の戦略的に優先度の高い公園を選考する、な

どが挙げられた。これについては、プロジェクト開始後に改めて関係者と議論をする中
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で、最終的な選定基準を決定することとした。 

 

4.5 プロジェクトの実施にあたっての留意事項 

（1） 研修運営チームの結成 

本プロジェクトの目標は、新たに協働による国立公園管理のコースを構築し、終了時

において C/P 機関である CFET がその研修コースを実施する能力を有していることであ

る。具体的には、協働による公園管理の事例を収集・分析し、研修計画を作成すること、

研修に必要なカリキュラムや教材を整備し、実際に研修を実施すること、そして、研修

の成果をモニタリング、評価し、その結果を次の研修に活用することである。こうした

一連のプロセスを主体的に統括する研修運営チーム(講師と CFET スタッフ他から構成さ

れる)の結成とその強化が本プロジェクトの“核”となる。 

 

（2） 基本コンセプトの共有化 

現在多くの国立公園において様々な協働管理活動が実践されているが、それぞれの協

働管理に対する考え方やその認識は異なっている。二つ以上の組織・団体が係わる活動

のほとんどが協働管理と認識されており、公園が独自で行うこと以外は協働管理活動と

なりうる。そこで、「協働とは何か」、「管理とは何か」といった基本概念に始まり、「な

ぜ今、協働が必要なのか」、「協働の意義、利点とその問題点」など十分に議論し、研修

運営チームの中で共通認識を持つことが求められる。 

 

（3） 研修と実施の融合 

研修機関としての CFET はこれまで座学および実地による教育・訓練を実施してきた

が、研修内容の評価や、研修受講者による研修成果の現場応用に対するフォローは限ら

れている。本プロジェクトで形成する研修体系では、単に研修を提供するだけではなく、

研修の中でアクションプランを作成し、その実行状況を研修効果の観点からモニタリン

グし、さらにフォローアップ研修を付加する形をとっている。これによって、CFET に研

修内容の有効性に対する責任をもたせ、さらに研修後の研修受講者の活動にも一定程度

のフォローを行う機能を加えようとする新たな試みである。 

 

（4） 自立発展のために実施可能性を意識した計画 

当初の計画では、32 ヶ月のプロジェクト期間の中で 2 回の研修サイクルを想定してい

た。具体的には、第 1 回目の研修対象を 4 国立公園（32 名）と利害関係者(24 名)とし、

第2回目の研修対象をその2倍の8国立公園(64名)と利害関係者(48名)とする案であった。

しかし、CFET が通常の研修で実施している研修規模（人数・予算など）、現場研修の実

施先である GHSNP の対応力（職員数、宿泊定員など）、また、プロジェクトの終了後に

CFET が独自で実施できる適正規模を考慮した結果、2 回目の研修対象者を 2 倍に増やす

のではなく、研修サイクルを 2 回から 3 回にし、それぞれの対象者を 1 回目の研修と同

数とすることにした。この場合 1 回の研修サイクルに 1 年を要するため、32 ヶ月のプロ

ジェクト期間内では 3 回目のフォローアップ研修を実施できないが、2 回の研修サイクル

を経て CFET の研修実施能力を高めることが可能であろうと考え、CFET にもその旨を伝
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えたところ、3 回目の研修からは独力実施への意欲が示された。従って、3 回目のフォロ

ーアップ研修は CFET 独自で実施することを基本とし、状況に応じて研修スケジュール

の前倒しも検討する。 

 

（5） 関連ドナーとの情報交換 

CFET では KOICA が SECEM を実施し、現在そのフェーズⅡを検討している。また、

GTZ も専門家 2 名を派遣している。これらの二国間ドナーとは共通の課題において情報

共有の意義はあるが、基本的には活動内容が重複しないことを CFET と共に確認した。 

 

（6） 生物多様性条約締約国会議（COP10）への貢献 

2010 年 10 月に名古屋で生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）が開催される。こ

れは本プロジェクトを始めとして、インドネシアで展開する生物多様性保全関連の JICA が

協力するプロジェクトを紹介する良い機会である。本プロジェクト関係者による、実践的取

り組みの紹介は、他の同様な課題を抱える熱帯林保有国にも参考となると見込まれる。この

ため、本プロジェクト開始直後から、本邦関係者と連携して紹介、アピールする場を設置で

きるような働きかけを行うことを提案する。 

 

4.6 モニタリングと評価 

本プロジェクトでは、その活動 3-4．“研修効果のモニタリング・評価により研修カリキ

ュラムと教材を検証する”が計画されており、それがほぼプロジェクトのモニタリングと評

価に置き換えることができる。モニタリングは基本研修実施後 6 ヵ月前後に実施を予定し、

評価は基本研修 1 年後のフォローアップ研修において行われる。 

この他、中間評価（運営指導調査）と終了時評価の 2 回を予定し、中間評価はプロジェク

トの開始 1 年後に、終了時評価はプロジェクトの終了半年前に実施する。それぞれの評価に

おいてプロジェクト目標及び成果の達成度を測定し、残りの期間の投入や活動内容を検討す

る。特に終了時評価ではプロジェクトの終了後に CFET にハンドオーバーが可能となるよう、

自立発展性に配慮した評価の実施が望まれる。 
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第5章 本プロジェクトの実施妥当性 

 

5.1 評価５項目による判断 

5.1.1 妥当性 

(1) インドネシアの国立公園等保全地域では、指定や開発規制、資源利用の制限などの問題

で公園管理者と地域の利害関係者（地域住民、地方政府など）との間で軋轢が生じる事

例が多発しており、適切な国立公園の保全管理に支障が生じている。このため 2004 年

以降、林業省は従来の規制重視から、地元利害関係者を加えた国立公園等保全地域の協

働管理を推し進めるための政策転換を図っているところである。しかしながら、現地国

立公園職員を中心に未だ協働管理の定義、具体的手法、方向性などについて十分な認識

を持つに至っておらず、また、現場適応も緒についたばかりで、問題意識の高まりに対

してノウハウの共有および蓄積は不十分な状況にある。このため、CFET の研修プログ

ラムの中で国立公園の協働管理をテーマとしたものは限られており、かつ、体系化され

ているとは言いがたい。本プロジェクトは研修を通じてこうした課題に対処するための

対応能力向上を目指すものであり、政策的な潮流と現場ニーズの両面から見ても実施の

意義は高い。 

(2) 林業省はかねてから人材育成支援を日本政府に求めてきており、人材強化研修は期待が

高い分野である。とりわけ本プロジェクトは、従来型の研修員個人の能力向上を図るだ

けではなく、管理者レベルと実務担当者レベルが一体となり、課題解決のため実践的な

協働管理手法を組織として習得する新たな研修アプローチとなっている。さらに、アク

ションプランの策定、実施も組み込まれていることから協働管理政策の実地展開に資す

るものである。 

(3) 我が国のインドネシア国立公園分野への協力については、これまで GHSNP 管理計画プ

ロジェクトや生物多様性保全プロジェクトを通じて経験が蓄積されている。また、マン

グローブ保全、森林火災予防などの協力案件も実施中であり、この分野での経験や知見

を十分活用できることから他のドナーと比べて優位性が高いものと思われる。 

 

5.1.2 有効性 

(1) 本プロジェクトは国立公園の協働管理に焦点を絞った研修実施能力の構築を目指して

おり、明確なプロジェクト目標の設定と目標達成に向けた着実な取り組みが期待できる。

計画されている活動や成果はこの目標達成に向けて過不足なく構成されており、その有

効性は高いと判断される。 

(2) 林業省の制度・組織面で CFET は教育・研修機関としての役割を明確に位置づけられて

いることから、既存の条件下でプロジェクト目標および上位目標の達成に向かうことが

可能である。 

(3) 研修の実施にあたっては、第 1 ステップの対象者選定、第 2 ステップの基本研修、第 3

ステップの現場での実践、第 4 ステップのフォローアップ研修というサイクルを採用し、

着実な研修の実行を図っている。また、アクションプランの策定およびその実践中の研

修効果定期モニタリングを実施するとともに、フォローアップ研修では利害関係者を含
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めた合同研修の形をとることで、研修参加者が直面している現場課題の解決能力育成に

重点を置いている。これにより、上位目標である、国立公園における協働管理の推進の

ための能力向上に寄与するものと思われる。 

 

5.1.3 効率性 

(1) CFET は教育研修機関としての一定レベルの能力と施設・機材を有していると判断され、

教材開発などでも既存の人材を活用できるため、日本側からの投入は比較的小規模に抑

えることができる。このため費用対効果が良く効率性が高いプロジェクト運営が可能で

ある。 

(2) 本プロジェクトにおいて、JICA 側は CFET と協力しながら研修コース全体のプログラ

ムやカリキュラム構成、他機関との調整等を広範囲に担当する。実際の教材開発や研修

講義等では CFET の講師陣や外部機関からの協力が得られることになっており、役割分

担が明確である。これによって、日本人専門家はプロジェクト全体を俯瞰した立場から

本来の業務に集中することが可能と考えられる。 

(3) 現場研修の場となる GHSNP は CFET から近く、先の GHSNP 管理計画プロジェクトで

培われた人脈、人材、供与施設・機材を有効活用することで、効率的なプロジェクト実

施が可能となる。また、わが国の援助効率の観点からもこれら過去に実施されたプロジ

ェクトの効率的活用の意義は高いと言える。 

(4) 研修に参加する国立公園職員、地方政府職員、地域住民、NGO などの利害関係者が媒

体となることで、各方面における効率的な研修効果の普及が期待できる。 

 

5.1.4 インパクト 

(1) 協働管理という概念とその実践手法を体系化した新規の研修は、インドネシアの国立公

園政策における重要トピックと合致しており、本プロジェクトと政策面とのリンクを強

めることで政策的貢献を通じた波及効果が期待できる。また、これによる国立公園管理

の向上は林業省の生物多様性保全政策にも寄与するものである。このためインドネシア

側に与えるインパクトは大きいと予想され、日本のプレゼンス向上にも役立つ。 

(2) 本プロジェクト実施期間中は合計 12 カ所の国立公園が対象となるが、研修の成果はフ

ォローアップ研修でのワークショップや CFET 及び PHKA での広報等を通して他の国

立公園事務所や自然資源保全事務所にも周知、共有を図ることが可能である。また、他

の JICA プロジェクト等を通じたインパクト拡大も期待できる。 

(3) 本プロジェクトがテーマとする「協働管理」は、ガバナンスの視点から、林業省の他局

を始めとして地方政府や住民組織、学術界などにも新たな視座を与えられるものと思わ

れる。 

 

5.1.5 自立発展性 

(1) 本プロジェクトによる研修制度は協働管理手法による課題解決型の実践的研修であるこ

とに特色があり、実利面への貢献が大いに期待できる。それによって林業省内での研修

の有用性に関する理解が深まれば、研修への継続的な支持につながる。 

(2) CFET は本プロジェクトで新設される研修コースの実施にかかる役割（業務分担、予算）
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を、プロジェクト期間中に段階的に増加させる意思を表明しており、それは PDM、PO

にも表されている。これは CFET の本プロジェクトにおけるオーナーシップと持続性を

考えた上でおおいに歓迎できる。また、外部機関との連携についても意欲を示しており、

これらを通じて JICA の協力後も継続的な協働管理研修手法ノウハウの蓄積・改善が図

られると考えられる。以上のようなことから、プロジェクト終了後の自立発展性が期待

できる。 

 

5.2 結論 

本プロジェクトは、利害関係者との深刻な軋轢等の課題を抱えるインドネシアの国立公園

管理について、従来の規制重視から地元利害関係者を加えた協働管理による適正な公園管理

の方向で推進を図るため、研修を通じて国立公園の協働管理実施に係る人材育成体制の構築

を目指すものであり、インドネシア政府の政策的な潮流と現場ニーズの両面から実施の意義

は高い。研修プログラムは研修員個人の能力向上を図るだけではなく、管理者レベルと実務

担当者レベルが一体となり、課題解決のため実践的な協働管理手法を組織として習得する新

たな研修アプローチを採用し、アクションプランの策定や利害関係者が参加したフォローア

ップ研修も組み込まれていることから、協働管理政策の実地展開に資するものであり、妥当

性は十分認められる。 

有効性の点からも、本プロジェクトは国立公園の協働管理に焦点を絞った研修実施能力の

構築を目指しており、明確なプロジェクト目標の設定と目標達成に向けた着実な取り組みが

期待できる。また、計画されている活動や成果はこの目標達成に向けて過不足なく構成され

ているので、その有効性は高いと判断される。 

研修の実施機関である CFET は、林業省唯一の教育・研修機関として一定レベルの能力と

施設・機材を有しており、教材開発などでも既存の人材を活用できるため、日本側からの投

入は比較的小規模に抑えることができる。現場研修の場となる GHSNP では、これまでの

JICA プロジェクトで蓄積された、人材、供与施設・機材を有効活用できるとともに、PHKA

による政策面やアクションプラン実施面でサポートが期待できる。また、IPB 及び CIFOR

からも本プロジェクトに対する積極的な賛同が得られた。これらの理由により費用対効果が

良く効率性が高いプロジェクト運営が可能である。 

インパクトの面からも、本プロジェクトによる協働管理という概念とその実践手法を体系

化した新規の研修は、インドネシアの国立公園政策における重要トピックと合致しており、

政策面とのリンクを強めることで政策的貢献を通じた波及効果が期待でき、これによる国立

公園管理の向上は林業省の生物多様性保全政策にも寄与するものである。このためインドネ

シア側に与えるインパクトは大きいと予想され、日本のプレゼンス向上にも役立つ。また、

研修の成果はフォローアップ研修でのワークショップや CFET 及び PHKA での広報等を通

して他の国立公園事務所や自然資源保全事務所にも周知、共有を図ることが可能であり、さ

らに他の JICA プロジェクト等を通じたインパクト拡大も期待できる。 

プロジェクト終了後の自立発展性については、CFET は本プロジェクトで新設される研修

コースの実施にかかる業務分担、予算をプロジェクト期間中に段階的に増加させる意思を表

明しており、これは CFET の本プロジェクトにおけるオーナーシップと持続性を考えた上で

おおいに歓迎できる。また、外部機関との連携についても意欲を示しており、これらを通じ
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て JICA の協力後も継続的な協働管理研修手法ノウハウの蓄積・改善が図られると考えられ

るので、プロジェクト終了後の自立発展性が大いに期待できる。 

 

以上評価 5 項目ごとの適切性を、総合的、横断的に見て本プロジェクトを事前評価した結

果、計画内容は適当であり協力の実施は必要かつ妥当と判断される。 
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